
大
津
島

わ
か
め

ラ
ー
メ
ン

 
 
 

 

            
 

    +
- 

           

No.2３７ 

大津島(平成２6 年 4 月１日現在) 

人口 342人 (男 147人 女 195人)

高齢化率 73.1％ 

2014 

５月号

周南市コミュニティ推進連絡協議会ホームページでも、「潮流」をご覧になれます。 http://gokan-furusato.org/community/community.html 

 

徳山動物園からやってき

たポニーの「パコちゃん」。 

島には昔、大型の馬を使っ

て、山から木を運び出してい

たそうです。その時の馬と比

較するとかなり小さめです

が、久しぶりの”馬“の登場

に、子供だけではなく、大人

達も興味深々でした。 

パコちゃんは、とても優し

い眼をしていて、すごく癒さ

れました。 

午年に、馬島に馬がやって来た 

 

 

四
月
五
日(

土)

大
津
島
小
中
学
校

に
て
、
大
津
島
さ
く
ら
ま
つ
り
と
、

須
金
地
区
と
大
津
島
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 
今
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
歌
川

二
三
子
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、

「
来
場
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」

を
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
若
潮
の
会

な
ど
が
協
力
し
、
企
画
・
運
営
を
行

い
ま
し
た
。 

 

前
日
の
雨
の
影
響
で
、
「
午
年
馬

島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
は
、
残
念

な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

来
場
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

島
大津島

さくらまつり開催

限定 

80 食。 

即完売!! 

新名物 

誕生!? 

 今年は、若潮の会のメンバーが、大津

島産の生わかめを使用した大津島わかめ

ラーメンや焼き鳥、お酒の販売などを行

いました。来場者をオ・モ・テ・ナ・シ

する新たな試みは大好評でした。 

春 桜 
２０１４ 



  
 

編集後記 

～事務局からのお知らせ～ 

移動図書館＜やまびこ号 Jr.＞ 
5 月１４日（水） 6 月１７日（火） 

●馬島巡航待合所  1１：３0～1２：00 

●刈尾巡航待合所  1２：２0～1２：50 

◆発行 
第２３７号－平成２6 年５月１日－大津島地区コミュニティ推進協議会  
事務局 大津島支所 周南市大字大津島１３６１－４℡ ０８３４（８５）２００１ 
  

次回発行日  

平成２６年 ７月１日―第２３８号 

大津島の最新情報 更新中！！ 

http://shunan-inaka.jugem.jp/ 

馬島地区が、古城隆夫さんから渡辺あゆ子 

になりました。よろしくお願いします。 

 

本浦        ／ 河嶋 芳隆 

近江・瀬戸浜    ／ 武田 頼子 

刈尾        ／ 石田 久子 

天浦・柳浦・馬島１ ／ 安達 暁 

馬島２・３・４・５ ／ 渡辺あゆ子 

島 

春 

桜 

「
今
、
出
来
る
事
は
先
に
延
ば
す
な
」「
先
乗
り

を
す
る
な
」「
明
日
の
天
候
は
解
ら
な
い
」
な
ど

と
、
父
親
は
よ
く
云
っ
て
い
た
が
、
口
ほ
ど
の

事
は
無
い
と
思
っ
て
い
た
。 

我
が
家
は
代
々
船
乗
り
を
稼
業
と
し
て
い

た
。
古
き
を
尋
ね
れ
ば
、
先
祖
の
墓
々
に
海
の

字
を
多
く
見
る
。
故
郷
が
村
上
水
軍
の
根
拠
地

周
辺
の
島
な
ら
ば
、
褌(

ふ
ん
ど
し)

一
つ
で
櫓
を

あ
や
つ
っ
て
い
た
水
夫
で
あ
っ
た
か
。 

明
治
元
年
生
ま
れ
の
祖
母
か
ら
、
船
乗
り
や

海
に
関
し
て
の
古
き
言
い
伝
え
な
ど
子
供
の
頃

良
く
聞
か
さ
れ
た
。
▼
船
乗
り
は
い
か
な
る
時

も
帯
を
解
い
て
寝
る
な
。
▼
夜
は
雨
か
時
化
る

と
思
へ
。
▼
船
乗
り
は
一
声
で
は
返
事
を
す
る

な
。
二
声
を
聞
い
て
返
事
を
せ
よ
。
今
思
え
ば

板
子
一
枚
。
用
心
の
上
の
さ
ら
に
用
心
沈
着
な

行
動
を
と
思
う
が
、
海
を
暮
ら
し
の
場
と
し
て

居
る
者
は
、
色
々
俗
信
や
信
仰
に
厚
い
「
何
々

す
る
な
」「
何
々
を
す
る
と
何
々
に
な
る
」
な
ど

現
在
は
考
え
ら
れ
ぬ
言
い
伝
え
も
聞
い
た
。 

 

▼
出
船
の
時
は
、
子
供
を
泣
か
す
な
。 

 

文＝屋野 廣志 

▼
何
日
は
ど
の
方
角
が
熊
尾
に
当
た
る
船
を
出

す
な
。
▼
正
月
初
出
航
は
、
現
在
で
も
守
っ
て

い
る
様
に
、
出
船
は
お
茶
漬
け
。
汁
か
け
飯
は

禁
物
。
▼
梅
干
し
の
種
は
海
に
捨
て
る
な
。
▼

刃
物
は
海
に
落
と
す
な
。
▼
夜
錨
を
入
れ
る
時

は
、
必
ず
「
ご
免
」
と
声
を
か
け
て
落
と
せ
。

▼
鳥
居
の
見
え
る
沖
に
は
、
錨
を
入
れ
る
な
。

▼
海
の
漂
流
物
は
素
手
で
は
と
る
な
。
手
鉤
で

取
れ
。
▼
流
れ
る
伝
馬
船
は
、
泳
い
で
追
う
な
。

▼
も
や
い
の
網
を
、
後
か
ら
繋
ぐ
者
は
先
の
者

の
下
に
繋
げ
。
▼
船
内
で
飯
を
炊
け
ば
、
出
来

立
て
一
番
は
釜
の
蓋
の
裏
に
少
し
盛
り
、
船
魂

様
に
供
え
よ
。
▼
龍
神
、
船
魂
、
神
仏
を
崇
め
、

己
自
身
も
過
ち
を
起
こ
さ
ぬ
様
に
努
め
、
海
上

で
難
儀
に
い
る
船
を
見
れ
ば
、
己
の
危
機
も
か

え
り
み
ず
難
儀
を
共
に
せ
よ
。
▼
も
や
い
網
は

自
船
よ
り
出
せ
。
な
ど
教
え
ら
れ
た
。 

 

遠
隔
操
縦
。
自
動
操
船
な
ど
、
現
在
の
操
縦

技
術
を
知
る
事
は
出
来
ぬ
が
、
祖
母
の
語
っ
た

人
力
、
風
力
、
潮
流
に
ま
か
せ
た
時
代
も
な
つ

か
し
い
と
つ
ぶ
や
く
。 

 

大津島地区社会福祉協議会よりお礼 
平成２６年度善意銀行へのご寄付をありがとうござい

ます。 

●預託者 石田 博文 様  

亡母 石田 佐代子 様の香典返しとして 

金 50,500 円（市社協 10,100 円 大津島社協 40,400 円） 

4 月 1 日より、周南市中山間地域の HP がリニューアルされ

ました。新たにフェイスブックページも開設しました。 

◆大津島最新情報ブログページ 

「しゅうなん里の縁側.com えんがわ日記 大津島」 

http://shunan-inaka.jugem.jp/ 

◆フェイスブックページ 

「しゅうなん里の縁側.com」 

http://www.shunan310-inakagurasi.com/ 

皆さま是非ご確認下さい。よろしくお願いします。  

◆昔の大泊の様子。 

人の大きさからすると、船が巨

大なのがよくわかります。 
 

砲台山の清掃活動報告 
 

大津島観光協会が、山口県県民局や周南市中山間地

域振興課の皆様と一緒に作業を行いました。砲台跡の

ある山頂の見晴しがよくなりましたので、是非、足を

お運びください。 

 

第１回目：平成 25 年 11 月 17 日  

参加者：観光協会 5 人、県 25 人、市 8 人 

第２回目：平成２６年３月４日 

参加者：観光協会９人、県２１人、市７人 

※熊尾(くまお)＝悪い方角 

http://www.shunan310-inakagurasi.com/


                      
 

文＝松本 千恵子 

今
年
も
ま
た
刈
尾
の
浜
に

鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
季
節
に
な

っ
た
ね
。
青
空
に
鯉
の
ぼ
り
が

泳
ぐ
様
は
い
つ
見
て
も
、
せ
い

が
え
え
も
ん
ち
ゃ
あ
ね
。 

そ
こ
で
今
日
は
島
の
男
の

子
の
遊
び
の
話
。
ト
リ
モ
チ
の

木
を
採
っ
て
来
て
そ
の
皮
を

海
の
中
で
叩
い
て
自
分
で
作

っ
た
ト
リ
モ
チ
で
メ
ジ
ロ
取

り
。
山
で
木
を
切
っ
て
来
て
刀

を
つ
く
る
チ
ャ
ン
バ
ラ
。
な
る

べ
く
真
っ
直
ぐ
な
木
を
取
っ

て
来
て
、
柄
に
は
肥
後
の
守
で

自
分
な
り
の
模
様
を
彫
り
、
刃

の
部
分
も
ね
ん
ご
ろ
ね
つ
う

に
削
る
。
え
え
の
を
作
っ
て
尊

敬
を
集
め
る
の
も
居
っ
た
か

ら
、
自
分
も
と
真
っ
直
ぐ
な
良

さ
そ
う
な
木
を
取
っ
て
来
て

削
っ
た
ら
、
翌
日
顔
が
パ
ン
パ

ン
に
腫
れ
て
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

痒
い
。
そ
う
、
櫨(

は
ぜ)

の
木 

 

を
知
ら
ず
に
取
っ
て
来
て
削

っ
た
か
ら
、
か
ぶ
れ
て
ひ
ど
い

目
に
合
う
た
り
ね
。 

そ
ん
な
男
の
子
の
遊
び
で

圧
巻
は
段
越
し
。
ご
苦
労
に
も

段
々
畑
の
一
番
上
ま
で
登
り

畑
じ
ゃ
ろ
う
が
田
じ
ゃ
ろ
う

が
お
構
い
な
し
に
鬨
の
声
を

あ
げ
な
が
ら
下
に
向
い
て
跳

ぶ
は
跳
ぶ
は
。
高
い
段
を
跳
べ

る
事
は
男
の
子
の
誇
り
で
ね
。

い
き
や
し
を
付
け
て
跳
ぶ
か

ら
浜
に
降
り
切
る
ま
で
大
し

て
時
間
は
か
か
ら
ん
か
っ
た

ね
。
考
え
て
み
り
ゃ
あ
、
の
ん

き
な
時
代
じ
ゃ
っ
た
ね
え
。
通

り
道
に
な
っ
た
田
畑
は
踏
み

固
め
ら
れ
て
耕
す
の
は
大
変

じ
ゃ
っ
た
ろ
う
に
、
あ
ん
ま
り

叱
ら
れ
も
せ
ん
か
っ
た
半
世

紀
も
前
の
子
ど
も
の
話
。 

  

『若潮の会』代表世話人として、早くも一年が過ぎようとしています。まず
会を紹介しますと、入会対象者は大津島出身(家族を含む)で島外に住んでいる
人を対象としてます。年齢構成も 48 歳～66 歳と幅広く、住所も周南地域を 
中心に県外も含め現在 28 名で活動しております。昨年度より島の行事など、 
(運動会、文化祭、ポテトマラソンのボランティア、さくらまつり、盆踊り、
墓の草刈り)に参加させて頂き、少しずつではありますが活動状況を知って頂
けているのではないでしょうか？  
会の活動方針として、島の伝統文化を伝授、伝承し島の魅力の再発見に繋

げ 綱領の『遊び心、動く心、もやい心』で協力していくことを掲げています。 
今後も会員数を増やし、自分の知らない風景や行事、また昔からの言い伝え
等を聞きながら、一同童心に帰り『遠足』と称し、各地域を散策し今後の活
動に 生かしたいと思います。 また今年度新たにアイランドカップ(ソフトバ
レー)の復活、島伝統料理講習などに挑戦したいと思いますので、ご協力お願
いします。 

文＝野間 久生 

～若潮の会通信～ 

知っちょるかね 

公 民 館 講 座 

大津公民館 

「こみそづくり教室」① 

「あまんだモチ教室」② 

馬島公民館「ツワぶき料理」③ 

「皐月の鯉」 

 前年度は、２つの公民館講座を開催しました。

 島の伝統調味料である「こみそ」の作り方を

本浦のハギヱさん、静江さん、清子さんに教え

ていただきました。 

 「あまんだもち」は良子さんに、芋を粉にす

る方法、芋の粉をモチにする技術などを教えて

いただき、先人の技術と根気強さを学びました。

～島料理を学ぶ講座～ 

 今後も公民館講座では、島料理の研究はもちろ

ん。皆さんの技術や知識を、互いに学んでいければ

と思います。 

また今後は、簡単な「島料理のレシピ本」を作成

したいと思っています。今後とも皆様宜しくお願い

致します。     大津・馬島 公民館主事 

～今年の予定～ 

 ４月 15日。ツワぶき料理教室を開催ました。

今回は、ツワとメバルの煮物、ツワの天ぷら、

五目寿司を作りました。他にも持ち寄った春の

食材が並び、春の大津島の食を満喫することが

できる素晴らしい昼食が完成しました。 



            

                 

っ
た
。
骨
を
組
み
、
蒸
気
で
蒸
し
て

板
を
曲
げ
て
い
き
、
熱
い
ま
ま
の
木

を
万
力
で
締
め
て
打
ち
込
ん
で
い

っ
て
造
っ
た
。 

漁
船
は
い
く
つ
造
っ
た
か
覚
え

て
な
い
ね
。
で
も
も
う
今
で
は
、
島

内
に
造
っ
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
六

隻
だ
け
に
な
っ
た
。 

Ｑ
最
後
の
木
船
は
？ 

Ａ
昭
和
五
十
五
年
に
、 

大
津
小
学
校
創
立
百
周 

年
の
時
に
、
伝
馬
船
を 

造
っ
た
の
が
最
後
。 

Ｑ
大
変
な
こ
と
は
？ 

 

Ａ
木
船
を
造
る
時
は
、
一
本
の
木

を
、
左
右
対
称
に
裁
断
し
て
、
中
心

か
ら
右
側
の
木
を
右
舷
側
。
左
側
の

木
を
左
舷
側
に
使
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
船
全

体
が
歪
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
工
程
の

時
に
、
木
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
と
、
調
整
が
必
要
に
な
り
大
変
だ

っ
た
。
今
で
は
周
南
地
区
で
木
船
を

造
れ
る
者
は
、
数
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

Ｑ
も
う
一
度
「
木
船
」
造
り
を
？

Ａ
や
っ
て
み
た
い
。
物
を
作
る
の

は
楽
し
い
。
一
人
じ
ゃ
難
し
い
が
、

幸
敏
と
二
人
な
ら
、
良
い
（
少
々
）

も
の
が
で
き
る
と
思
う
。 

出
来
上
が
っ
て
、
海
に
浮
か
べ
た

時
が
一
番
良
い
瞬
間
。
疲
れ
が
い
っ

ぺ
ん
に
出
る
よ
う
な
、
吹
き
飛
ぶ
よ

う
な
。
ほ
っ
と
す
る
。 

文＝末兼正純 

海 
の街道・十一

 

春
休
み
に
可
愛
い
五
人
の
孫
が
全

員
初
め
て
集
い
ま
し
た
。
今
は
皆
、

幼
い
ひ
よ
こ
で
す
が
、
や
が
て
大
き

く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
事
で
し
ょ

う
。 

 

鉄
線(

ク
レ
マ
チ
ス) 

【大内義興】 

 

麦
秋
の
候
。
夏
に
向
か
っ
て
成
長

し
伸
び
て
ゆ
く
花
「
鉄
線
」
を
描
い

て
み
ま
し
た
。 

大河ドラマより･･･細川俊之 

ひ
よ
こ

海
の
街
道
を
京
へ
と
攻
め
上
っ
た
大
内
氏
の
船
団
の
最
大
の

も
の
は
、
三
十
代
義
興
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
陰
徳
太
平
記
は
、

「
そ
の
船
千
里
の
列
を
為
す
」
と
記
し
て
い
る
。 

 
 

一
五
〇
七
年
一
一
月
二
五
日
、
義
興
は
山
口
を
発
し
、
中
国

九
州
四
国
の
軍
勢
を
三
田
尻
に
糾
合
し
、
翌
年
四
月
二
七
日
、

堺
港
に
上
陸
し
て
い
る
。
そ
の
兵
力
は
一
五
万
〜
二
〇
万
と
さ

れ
、
概
算
す
る
と
一
万
隻
近
い
船
団
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

近
江
や
蛙
島
を
通
過
す
る
に
は
幾
日
も
要
し
た
で
あ
ろ
う
。 

 

…
一
五
〇
〇
年
年
明
け
、
日
野
富
子
に
よ
っ
て
そ
の
座
を
追

わ
れ
た
十
代
室
町
将
軍
足
利
義
尹
（
よ
し
た
だ
）
は
諸
国
を
流

浪
の
末
、
大
内
氏
を
頼
っ
て
山
口
に
辿
り
着
い
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
を
匿
っ
た
義
興
は
、
八
年
の
歳
月
を
か
け
て
尼
子
や
毛

利
を
含
む
西
日
本
の
諸
大
名
と
計
ら
い
、
慎
重
に
チ
ャ
ン
ス
を

待
ち
、
つ
い
に
義
尹
を
奉
じ
て
挙
兵
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

細
川
氏
を
中
心
と
す
る
現
政
権
と
激
戦
の
末
、
七
月
一
日
、

義
尹
を
将
軍
に
復
位
さ
せ
る
の
に
成
功
し
、
義
興
は
管
領
代
と

い
う
立
場
に
留
ま
り
な
が
ら
中
央
の
実
権
を
把
握
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
一
〇
年
、
義
興
の
留
守
を
狙
っ
て
出
雲
の
尼
子
経
久

が
安
芸･

石
見
な
ど
の
大
内
氏
の
領
国
を
侵
し
始
め
た
。 

 
 

こ
れ
に
対
す
る
た
め
、
一
五
〇
八
年
一
〇
月
、
義
興
は
京
を

捨
て
、
全
軍
を
率
い
て
山
口
に
帰
国
す
る
。 

 
 

義
興
は
、
政
弘
が
応
仁
の
乱
を
引
き
上
げ
て
帰
国
し
た
直
後

に
生
ま
れ
た
第
一
子
で
あ
り
、
こ
の
時
ま
だ
三
一
歳
で
あ
っ
た
。 

 
 

そ
の
子
三
一
代
義
隆
が
、
一
五
五
一
年
九
月
、
長
門
の
大
寧

寺
に
お
い
て
自
刃
し
、
西
国
の
雄
大
内
氏
は
滅
亡
し
た 

石田 照秋 (いしだ てるあき)さん 
石田造船所。 
大津島出身。昭和１１年生まれ。77歳。 

大津島の人々（5）
Ｑ
造
船
所
の
今
と
昔
は
？ 

Ａ
十
六
歳
か
ら
こ
の
仕
事
を
始
め

て
、
も
う
六
十
一
年
経
っ
た
。
当
時

は
、
刈
尾
で
造
船
所
を
や
っ
て
い
た

が
、
三
十
五
年
前
か
ら
現
在
の
大
泊

に
造
船
所
を
移
し
て
仕
事
を
し
て
い

る
。
今
で
は
、
大
泊
に
ほ
と
ん
ど
家

は
無
い
が
、
昔
は
豆
腐
屋
や
駄
菓
子

屋
も
あ
っ
た
そ
う
な
。 

若
い
頃
は
、
船
を
造
る
仕
事
が
中

心
だ
っ
た
。
ま
ず
は
大
畠
に
木
の
買

い
付
け
に
行
き
、
自
分
の
目
で
見
て

木
を
選
ぶ
。
木
を
島
に
運
び
、
半
年

間
乾
燥
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
木
船
造
り

が
始
ま
る
。
船
の
大
き
さ
に
も
よ
る

が
、
長
い
時
間
が
か
か
る
仕
事
だ
っ

た
。 最

近
は
、
船
の
船
底
掃
除
や
修
理

を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
体
が

動
く
限
り
現
役
を
続
け
た
い
。 

Ｑ
今
ま
で
作
っ
た
船
で
、
一
番
多

き
い
も
の
は
？ 

Ａ
大
き
な
石
船
を
５
〜
６
隻
作 

 

最後の木船「おおづ丸」 

  




